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銅山川砂防出張所

大蔵村肘折地区の巨大雪だるま。
平成最後の雪だるまは「いのしし」くん。

地元の中学生のデザインです。
耳がかわいいですね♪♪♪

肘折希望大橋からの映像です

カードの写真は、写真コンテスト
「心に残る砂防堰堤」で入賞したも
のです。上記の配布場所で、簡単な
アンケートにお答えいただいた方に
１枚プレゼントしております。

肘折砂防堰堤のカードは
大蔵村 肘折いでゆ館

で配布中

舛玉砂防堰堤のカードは
大蔵村 ふるさと味来館

で配布中

鹿の沢砂防堰堤のカードは
戸沢村 農村環境改善センター
戸沢村 川の駅最上峡くさなぎ

で配布中

裏面には
砂防堰堤
の情報が
載ってい
ます。
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↑ホームページはこちら↑

「銅山だより」に関するご意見や
出張所の仕事に関する質問などを
お待ちしております。お気軽にご
連絡ください。

←銅山川砂防出張所マスコット
「リーンどん」

永井建設㈱
齋藤孝雄

沼田建設㈱
沼澤和幸

㈱双葉建設
コンサルタント
山﨑 淳

地域の安心のため・現場の安全のため

第23回「安全施工技術」研究発表会が行われました

災害時には道路が寸断されてしまうこともあります。

昨年の豪雨災害では、人が入れない場所はドロー

施工現場にWEBカメラを設置し、現場から離れた場

所でも、パソコンやタブレットから状況を確認できる

WEBカメラで安全管理

傾斜７０°以上!!
急斜面での安全な作業

大曲沢一帯は崩れや

すいシラス台地のため、

谷の侵食を抑える工

事を行いました。急斜

面での作業は危険を

伴うため、命綱の扱い

など、安全対策を徹底

し作業しました。

ンを飛ばして、被災

状況を確認しました。

ドローンを使った状況把握

ようにしています。

昨年の大雨では休

日にもかかわらず、

現場の状況確認を

迅速に行い、機材を

安全に移動しておく

ことができました。

最新の技術を使い、災害が発生した時には迅速な対応ができるように、
それぞれの技術者が取り組んでいます。

銅山川砂防出張所から３工事業務が発表しました。

角川流域興屋沢砂防堰堤群工事
↑現場をパソコンで確認。

ズームで細部も確認できます。

銅山川流域大曲沢山腹工補修ほか工事 ↑急斜面での作業の様子

角川・銅山川流域砂防施設等状況把握業務 ↑実際に使用しているドローン


